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動は本会の会員のみでなく会員の家族、また部会によっては地域社会の人々の参加も期待したいも

のです◇

昨年 9 月より隔月に発行しています「東稲ユク」は会員を対象とした:.:i.-ス紙です。会と会員、会

員と会員の情報の場として、会からの行事のお知らせ、各部会の予定と活動の報告、また大学の最

新情報の提供等々、稲門会の情報を会員の皆様にリアルタイムに提供するのが役目です◇

本会の広報の中心に位置するものは、年 1 回発行する機関紙「杜の西北」です。東久留米市に在

住する早大OB約 1 0 0 0 名の校友に対しての情報提供の機関紙であります。

本会の広報のもうーつの柱は、現在の IT化時代に相応しい東久留米稲門会のホームページであ

ります。本会の情報を外に向かって発信してい＜重要な発信手段であります。地域社会との交流を

はかり、地域の人々と連携する機会をより多く持てればと思っています。会の行事、部会活動、東

久留米雑学塾等の情報を発信することにより地域の人々が気軽に参加して貰えれば最高だと思って

います。今後ホームページの役割は一層重要で大切なものとなって行きます。これからの活動を期

待しています。

東久留米雑学塾は各方面の講師をお招きして隔月に講演会を行います。各講師の専門分野のお話、

また一去に秀でた持ち味の話題等々、広く地域社会の人々にも講演の場を提供して、地域社会の文
化的な面においても貢献できればと思っています。

以上の事業を柱として本年度の行事を展開して行きたいと考えています◇会員皆様のご意見、ご

協力をお願い申し上げます。

会の行事

役員・部会長合同忘年会開催
1 2 月 2 日（日）午後五時半より前沢の「藍屋」で、当会初めての試みである顧問、同好会部会

長役員による合同忘年会が開催された◇ 安宅名誉会長、そして当日、当会が主催した東久留米雑学

塾で講演を終えたばかりの馬場会員も聴せ参じて総勢 2 9 名が参加した。冒頭高橋会長が挨拶、安

宅名誉会長発声の乾杯で宴は始まった。話題は当日行われた関東大学ラグピー対抗戦「早稲田対明

治」の話に及んだ。折りもおり遅れて出席した呉会員が、早稲田がノーサイド直前のロスタイムに
逆転ペナルティゴールを決めて勝利したホットニュースを持ち込んでくれた。ー同歓喜の声を上げ、

正月の関東学院大との決勝戦に期待を膨らませたものである。

早大応援団員であった大矢会員が来年 4 月に開校する早実初等部の入学受験状況を披露したあと

同会員の指揮の下、全員で校歌を斉唱し、 8 時散会となった。

2002 新年会開かる

新年 1 月 1 9 日、午後 6 時から、我が稲門会新年会が成美教育文化会館で開催された。参加者は

4 8 名。冒頭高橋会長が挨拶に立ち、本年度目標として、東稲:'..:t-ス、ホームページ、東久留米雑学

塾の継続．拡充発展、同好会部の充実・増設を確実に推進したい旨述べられた。安宅前会長の音頭
で会の発展、会員のいやさかを祈念して新年の乾杯をし、宴は始まった◇ 太田蔵之助さんがハッピ
姿で余興を演じるなど、場内は和やかな雰囲気の中、差し入れられた銘酒に酵いながらジャンケン

ゲt~ を楽しんだ。最後に校歌の大合唱をし、和気藷々のうちに宴を閉じた。 （棚野記）

＼成功裡に終わる
！月 14 日から 3 日間、書道部全員参加の第一回作品展が中央図書館で開催さ
にのぼる大盛況で無事に終了しました。書道部の皆さん大変におめでとう

. 
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に巧みにジョ一クを駆使してます。 4 0 年前初めてロンドンに赴任し実生活を経験したとき、英

国人達が日常会話に挿入するジョ一クを上手に返せなくて苛立ちを感じたものでした。ユーモアと

r は「歓喜と苦痛が交わしたキスだ」なんて洒落た定義がありますが、苦痛を笑いの中で溶かしてし

まうのがユーモアの本質のようです。また「ユーモラスな会話が十分効果を上げるためには、それ

を発言する人、それを理解する人、それに気付かない人の 3 人がその場にいた方が良い」 (s. ギ

ルド）という皮肉な説もあるようです。赴任当時、苦痛を忘れ、そして気が付かない三人目の男と

ならないために神経を使ったものでした。

当然のことですが、日本的な駄洒落や落語の「考え落ち」、 「まわり落ち」はどのように煮直し

ても即興性効果を好む英国人には受けず、敢えて言えばY談めいた艶笑落語の小話が幾分受けたよ

うでした。 Y談話はいかに国際的な受けの種とはいえ、話し相手、時、場所により使い分けが必要

で万能薬にはなり得ません。そこでユーモアセンスでは業界随ーと自称する人物にアドバイスを求

めたところ、かつての英国首相w. チャーチルの逸話集を読むことを励められ、英国・フランス小

話集をプレゼントされました。

一般に欧米人は大げさな表現で笑いを誘い出すテクニックに秀でているようですが、確かにプル

ドックに似たこの雄弁家もこの種のテクニックを用いて並みいる内外の政治家や記者を笑わせたよ

うです。その本の一節に、チャーチルが米国を訪問しホワイドハウスに滞在した時のくだりがあり ~ 
ます。チャーチルが入浴中にたまたま緊急な事件が起き、大統領秘書官が浴室をノックして「ご入

浴中大変恐縮ですが、火急の問題が起きまして．．」とかなんとか言ったのでしょう。するとチャ
ーチルはなにも隠さぬ全裸姿で顔を出し、いきなり「イギリス首相はアメリカ大統領に何一つ隠し

立てするものはありません」と言ったそうです。見事なウィットだと感心しました。現実問題とし

て、如何に友好関係にあったにせよイギリス首相がアメリカ大統領に対し、何一つ隠す物がないと

いうことはないでしょうが、 ユーモアのオプラートに包んで心意気を示したのは、高度の政治的感

覚といえると思いました。残念ですが、日本の政治家ではこのような感覚、手腕はないのではない

でしょうか。

「大げさな表現と笑い」をオプラートに包んで相手に自分の意とするところをほのめかす技術は

外国のセールスマンが得意とするものです。化粧品のセールスマンが「この化粧品には一つだけ欠

点がありましてね」、 「あら、どんな点ですの」、 「食費が少し余計にかかります」、 「まあ、ど
うして」、 「奥様がお綺麗になるものですから、ご主人様が夕食までにキチンとお帰りになります」。

ウィットを解する奥様なら「まさか！」と笑いながらもその化粧品を買ってしまうことになるでし

ょう。

前述しましたが、ユーモアは万能ではありません。が、言ってみればボクシングのボデイプロ一
のようなものでそれ自体は決定的なパンチにはならなくても日頃から楽しいジョ一クのボデイプロ

一を的中させておけば、いざと言う時に役にたちます。特に家庭円満と若さを保つ秘訣となること

間違いありません。

最後に傑作中の傑作と思う小話二題を載せておきます。

1) パリのお巡りさんは小粋なことで有名ですが、マドモアゼルの運転する車が渋滞する交差点

でエンストをおこし、信号が赤から黄、黄から緑に変わっても一向に動き出しません。パリのお

巡査さんは、おもむろに車に近づいて、 「お嬢さん、信号にお好みの色がございませんか？」。

2) 律儀者の農夫に 1 1 番目の子供が授かりました。これ以上子供が増えると生活に支障をきた

すので、農夫は村の神父のところへ相談に行きました。 「神父さま、い＜ら追い払ってもこうの

とりが赤ん坊を運んでくるので困り果てていますだあ。どうしたらよかんべえか？

なにかよい智恵をお願いしますだ」。神父様は暫く考えた後、厳かに言いました。

「空砲を撃つ練習をしなさい」。

おたいくつさま。おあとがよろしいようで。
故．怪，，，祁
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東久留米雑学塾ー講演要約

昨年 1 2月 2 日（日）市中央公民館で当会主催第二回雑学塾が開催された。

講師は当会会員で早稲田大学体育局元講師・元体操部監督の馬場清彦氏。

同氏は昭和27年全日本大学体操競技選手権大会に優勝、ヘルシンキ五輪

の代表選手に選ばれたが、当時の日本の外貨事情が派遣を許さず、ヘルシ

ンキ行きが幻と消えた無念の思いを経験している。記念品の数々、写真を

披露しながら軽妙に話された。 （受講者35名）

第二回講演「私のまぼろしのオリンピック」 講師：馬場清彦 (2 8 年・法）

戦前、北京の小学校 5 年生の時、体育の時間に懸垂をやると、簡単に 5 0 回もやり、先生が心配

して止める程だった。こんな時仲間よりダントツに優れているものをもっているという自信と確信み

たいなものを覚えた。戦後日本に引き揚げてきて、北九州の旧制中学校の 4 年に編入されたが、ここ

で体操の恩師との運命的な出会いがあり、本格的に体操競技に取り組むことになった。練習を重ねる

につれ、体操の流れの一歩先が見えてきて、やがて自分はこの道の天才と思うようになった。スポ一

ツではこれが特に大切で、努力だけでは駄目なところがある。ところがそこにもう一人、超天才が現
れた。それが自分の人生のライパルであり友でもある小野喬その人である。彼に負けまいとむちゃく

ちゃ練習した結果、新制高校の初代チャンピオンになることが出来た。この表彰式の時に、早稲田体
操部の大先輩で日本体操協会会長である近藤天さんから「君は早稲田の顔をしている。早稲田に来た
まえ」と早大入学を薦められた。ついこれを周囲に漏らしたら、地元の新聞に「馬場選手、早稲田受

験」とでかでかと報道され、大変追いつめられた気になったが、なんとか法学部に入学できた。

在学中は勉強よりも体操競技に熱中していた。折しも戦後日本が初めて参加するヘルシンキオリン
ピックの年 1 9 5 2 年（昭和 27 年）を迎えた。ー次二次と予選会を経て最終予選で 6 位となり、オ

リンピックの代表選手となることができた。勇躍練習に励み最後の合宿に入っていた時、文部省から

とんでも無い通達が舞い込んだ:. 外貨が足りないから全種目に亘って派遣選手を減らせ、と言うのだ。

これが 6 番目の自分に該当してしまった。直前まで練習に励み、後援会もできてお金も集まりはじめ

た矢先の出来事である。当時は未だ学生だったから、まだまだ後があると思い諦めたものだが、その

間の世界選手権などの国際試合では快調に行くのに、その後のオリンピックにはどうも波長が合わず、

結局今日の演題となった「私のまぽろしのオリンピック」となってしまった。

後にモスクワで開かれたオリンピック、これには西側がボイコットした。今年もベルギーのヘント

で世界選手権大会が開かれたが、同時多発テロ事件のあおりで日本は参加を断念した。出場予定選手
は皆一様に泣いていた。私も当時の自分を重ね、思わずもらい泣きしてしまった。

世界青年スポ一ツ友好大会がモスクワで開かれたとき、日中外交に少しばかり役にたったと思う自
負がある。日本の全スポ一ツ団体が新潟港からソ連の大きな客船に乗り込み、ナホトカ経由でシベリ
ア鉄道、当時では珍しいジェット機と乗り継いでモスクワに到着したとき、中国選手団も到着してい

た。私は北京にいたこともあって中国語がしゃべれたため、中国の選手とすぐに仲良くなった。中国

が日本との雪解けを模索していた頃だったためだろうか、大会中お互いのキャンプに選手を呼び合っ

て親密度は増していた。そんな時、中国側から私に「日本選手団をパーティに招待したい」と話があ

った。早速団長に伝えると、団長は決断されて両国でパーティを開くことを決めた。パーティの進行

役は私が務めることになったが、途中で私の中国語が子供言葉であることに気付き、急逮中国語で

「私が子供の頃しか勉強していない中国語では、難しい大人の言葉をしゃべれないことにたった今、

気が付いた。ご免なさい」と言うと、皆がどっと笑いそれまでやや固かった雰囲気が一気に和らいだ。
それ以後は他の人に進行役を任せたが、自分の競技生活の中でも特に印象に残る出来事だった。今で
も日中親脊に少しはお役にFTてたと誇りに界っている n
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東稲広報室

ヽ→ 塵ー泳東久留米稲門会のホームペーンヘのアクセス数は 1 月末現在、 7 8 0 となっています。
＊ポストマンの一部に変更がありました。 滝山地区西村さん担当の一部を鮎貝さんに移行、担当し

ていただ＜ことになりました。ポストマンは総勢 1 3 名となりました。
＊当会年1 回刊行の機関紙「杜の西北」第 8 号が来月発行されますQ w月
＊早稲田大学は 4 月、 OBのジャーナリスト、田原総一朗、高野孟両氏を客員教授に迎え、討論中心

の新しい科目を開講する。授業の前半は、政治経済など各界から毎回招くゲストが講演。後半は田

原氏ら教員も加わり、学生と自由に「天下国家」を語り、将来のリーダー育成を目指す。ゲスト予

定者は石原行革担当相、宮内義彦オリックス会長らとテレピ並み。 (2/5 朝日新聞朝刊）

東稲ニュース・ホームページ編集班よりのお知らせとお願い＝ゴニ~コ==
「東稲:.:i.-ス」「ホームページ」をビリオディカルな情報メディアとして確立するためには、会員各

位の継続的寄稿がなくてはなりません。しかしながら、これまで投稿先•投稿ルート等が確立して

いなかったために、投稿を逮巡された会員もおられたと思います。この度、情報を提供戴くにあた ~ 
り下記要領を確立いたしましたので、ご理解ご協力をお願い致します。
1. 「東稲ユース」は毎偶数月の 1 0 日に発行されます。 「ホームページ」は随時更新します◇

2 . 当稲門会が関わる一般情報は本部がとりまとめて、編集班に渡します。会員の皆様からの投

稿記事（随想を含みます）は、随時、本部事務局に送って下さい。

3. 会の行事などの参加記事は、その都度本部事務局が出席会員に順次依頼します。

4 . 同好会情報（部会便り）

〇餌奇数月の 2 5 日迄に直近 2---3 ヶ月の活動状況を投稿下さい。字数は出来るだけ 5 0 0 字

内に納めて下さい◇情報がない場合でも「無し」の連絡をお願いします。

0 「ホームページ」掲載用写真の提供もお願いします。 「東稲ニュース」にも、漸次とり入れ

る予定です。

0情報提出（投稿）先：

• 女性サークル、山歩き散策、ゴルフ、囲碁、俳句部会

• 菱山房子 (〒203-0011 大門町1-2-3 TEL証A.X:0424-73-5964)

．書道、太極拳、グルメ、郷土研究、カラオケ、麻雀部会

• 河村洋子 (〒zo3.:_003z 前沢1-5-27-502 TEL証AX: 0424-77-3294) 

「東稲:.:i.-ス」は会員全員による、全員のための、全員参加のニュース紙です。どしどし発信して下

さい。本紙はA4·6 ページ編集を基本に置いています。紙幅に制限があり、全文掲載できないこ

と、或いは後続号に後送りすることあり得ます。予めご了解下さるようお願い致します◇

ホームページは、随時更新しますので、いっでもホットな情報（投稿）をお寄せ下さい。

［羅集後記］ 〇新年紺多で会長も触れているように、恒例の箱根大学駅伝で、栂校の奮闘に切歯掘腕した人達は多

かったことと思う。 「初春やWに湧く東海道」。早大競争部の部長を永年務められた榎本顧問は、早稲田の健闘をかく詠

まれた.oそんな駅伝で正月が明けたばかりと思っていたのにもう 2 月． 「光陰矢の如し」と、とある子に教えてやった

ら、光陰（矢）と新幹線ではどっちが早いの？と意表を突かれて戸惑った。どっちにしろ日にちの過ぎ行くのがいやに早

く感じられ、編集子にはこれを喜んで良いのか、悲しむぺきか分からない。早い方が良いと明確に分かるのは何より景気

の回復であり、将来への不安の払拭である。脱線、或いは遠回りをしている若いエネルギーを生産性の高い機会、場所に

導く道をいち早く確立したいものだ。
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